第５０回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２２年１月２５日（月）
・議題１　府民の声について　　　                   10:05～10:53

場　所：府政情報室長室

出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長

　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課課長補佐

　　　　　　　　　　　広報課課長補佐、

広報課総括主査、
　　　［府民課お問合せセンターＧ］府民課参事
［府民課広聴Ｇ］府民課課長補佐、府民課総括主査
＜議題1　府民の声について＞
【府政情報室長】
　表中の「団体等」を団体とする。また、「公益的、個人的」を削除する。さらに、「要望」までの点線の丸を「苦情」までにする。
　府民の声システムというのは、府民の生の声をシステムに記録するものである。そして、組織で対応して活かせるものは活かしていくというもの。
　表中の「議員」「職員、首長、府民等」の囲みを一つの囲みとして、議員を上に持っていき、その下に府職員、首長等に変更する。
　表中の「システム登録する」とあるのを「システムに記録する」に変更する。
　表中の「しない」例示（3点）について、一つ目は議員の内容、二つ目は議員に関係がないもの、三つ目は一般的なものとなっている。何か取り込んでいない。
【広報課長】
「しない」にあがっているものは、参考であり、そもそも府民の声の拡充の中に入っていない要素である。

【府政情報室長】

　上の二つの丸は、そもそも次元が違うものである。システムの拡充は、口利きを防止するものではない。議員からの声をシステムに登録して制度改善等に繋げていくというもの。
【広報課長】

　この二つの丸は、別枠とする。府民からの府政相談以外の議員の政務調査活動（府の政策への提言など）は含まれない。
【府民課参事】
　この2点については、別枠とする。
【府政情報室長】

　専門相談については、このシステムで記録しないのはなぜ。
【府民課長】
　別途、カルテ的なもので記録している。
【府政情報室長】

　府政相談については、記録する制度がないため、このシステムをもって記録するという意味。
【府民課長】
　この3点は、議会から示されたものです。

【府政情報室長】

　この3点は、このシステムで取扱わないものとして、別枠というイメージで表したらどうか。
　拡充の目的として、幅広い府民の声を集約する。もう一つは、寄せられた声の業務施策への反映状況の見える化である。

　つまり、広く集約することと、それをどう検討していくか、ということを府民に見える化することです。
【情報公開課長】
　次に見出しについてですが、「議員を通じた声の取扱いについては、次のとおり配慮します」といったフレーズでよいのでは。
【府政情報室長】

見出しとして、「議員を通じた声については、次のとおり取扱いします」としてはどうか。
　このシステムの憲法として、記録するということをどこかで記載したいのだが。
　例えば、幅広く府民の声を集約し、記録する、といった表現はどうか。

また、寄せられた声の業務施策への反映状況を見える化する、これが二つ目である。
　今後の実施方法について、モデル実施は、走らせて議会で議論する方法。もう一つは、2月・3月に議会で議論してもらって、モデル実施を4月からする。それから本格実施をするという方法もある。
【広報課長】
　基本的には、前者だと思うが。

【府民課長】
　議会からは、検討状況を教えてほしいと言われている。

【広報課長】
　4月のモデルというのは、4月以降順次という意味である。ただし、議員の中には、モデル実施さえ反対という意見もある。
【府政情報室長】

　4月以降順次としておく。
　　　　　　　　（了）
